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腎癌小腸転移の l 例
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SMALL INTESTINAL METASTASES FROM RENAL CELL 

CARCINOMA: A CASE REPORT AND LITERATURE REVIEW 
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Kenichi NAKAMURA and Hiroshi OKUNO 
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We report a case ofsmall intestinal metastasis from renal cell carcinoma (RCC) in a 57-year-old 

female. The patient had undergone partial nephrectomy for a right RCC (pTlaNOMO) in]une 1997. 

She later developed multiple metastases， in the lungs， brain， and bone， and was admitted with nausea， 

vomiting， and appetite loss in April 2003. She presented with melaena a few weeks after her admission 
and a computed tomographic scan revealed a small bowel mass that was not definitively diagnosed. 

We removed the mass surgically， and the histological features confirmed the diagnosis as metastatic 
RCC. The patient recovered and could consume， but died of brain metastases 102 days after the 
surgery. Metastasis of RCC in the small bowel is a rare entity clinically. To our knowledge， this is 
only the 20th case of small intestinal metastasis from RCC reported in the ]apanese and English 

literature. 

(Hinyokika Kiyo 51: 13-16， 2005) 
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小腸腫蕩は稀な疾患であり，一般的に遠隔転移を来

たしやすいとされている腎癌においても，臨床的に小

腸への転移か認められることはきわめて少ない.今回

われわれは，腎癌小腸転移の l例を経験したので，自

験例を含む国内外の報告例20症例を集計し文献的考察

を加え報告する.

症

患者:57歳，女性

主訴・悪心，日匝吐

停リ

家族歴既往歴:特記すべきことなし

現病歴:2001年6月，右腎腫療に対し開腹にて右腎

部分切除術施行，病理診断は RCC: clear cell type， 

TlaNOMO， grade 1 >2， INFα であった. 2002年4

月より出現した多発性肺転移に対して免疫療法

(IFNα， IL-2， Cimetidine)と経口抗癌剤投与 (Me-

droxyprogesterone acetateと5-FU-LV療法)， 2002 
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年6，8， 11月， 2003年2月に出現した脳転移に対し

て開頭手術および計3回のラジオサージエリー， 2002 

年7月に出現した第5腰椎への骨転移に対して放射線

治療を施行していた.なお局所再発は認めなかった.

4月に入り，悪心H匝吐，食欲低下を来たし，腹痛も

あるため入院となった.

入院後経過:保存的治療行うも恒吐，腹痛は軽快せ

ず，下痢傾向となった.また黒色使が出現し徐々に貧

血が進行， Hbは入院時 13.5g/dlから入院45日目

6.4 g/dl. BUNは入院時 5mg/dlから入院42日目 12

mg/dlとなった.

腹部 CTにて，拡張した腸管の内部によく造影さ

れる不整形の腫癒を認めた (Fig.1).上部・下部消化

管内視鏡および注腸造影では異常を認めなかった.

以上より癌性腹膜炎または小腸腫蕩と診断し，入院

後45日目に，開腹手術を行った.

術中所見 回腸末端より約 2m口側の腸管佐内に

腫癒を認めた.潰蕩形成している部分も含めて 25cm 

小腸を切除し，端々吻合を行った.

摘出標本:lQX5 cm大弾性硬の内腔へ突出する

有茎性腫痛で，割面は暗赤色充実性であった (Fig.

2). 

病理組織所見 Metastaticclear cell carcinoma， 
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Fig. l. CT-scan revealed a well-enhanced 
small bowel mass (arrow). 

Fig. 2. Resected specimen. On cut section 
the tumor was reddish. 

G3>G2， INFβ であり，腎癌の小腸転移と診断した

(Fig. 3).腰痛表面は，一部で粘膜上皮に覆われてい

るものの，大部分は腫揚が露出しており，腫楊細胞は

回腸の粘膜固有層から筋層まで認められた.腫場細胞

は粘膜下より増殖し，管腔内へ突出するように成長し

ていったものと考えられた (Fig.4).

術後経過は良好で，術後3日目より経口摂取が可能

となった.その後， siA転移巣の急激な増大により意識

障害来たし，術後102日目に死亡した.

Fig.4. Gross appearance of the specimen. A 
yellowish-white pedunculate tumor ex-
tends from the mucosa of ileum. 

考察

小腸腫蕩は，反復する出血，穿孔，腸閉塞に伴う腹

痛や悪心，日匝吐などの臨床症状の出現によって発見さ

れることが一般的であるが診断は難しく開腹するま

で診断が得られないことも稀ではない1) 小腸腫蕩の

頻度は消化管腫蕩全体の 1-1.4%と非常に低く 1)

また転移性小腸腫蕩の頻度は施設により異なるが，小

腸腫蕩全体の7.8-50.0%である卜3) 腎癌小腸転移は

転移性小腸腫蕩の3.0ー11.5%を占める卜3)

Saitohらの報告によれば剖検例において腎癌患

者の14.6%に小腸転移が認められており，小腸転移が

ある場合でも臨床上指摘されない症例がほとんどであ

ろうと推測される.臓器別では，肺 (75.6%)，骨

(42.6%)，肝 (40.7%)，対側腎 (25.2%)，同側副腎

(19.1%)，勝(15.0%)，心臓(15.0%) に次ぐ頻度

となっている4)

転移様式として，一般的に，肺病巣から小腸粘膜下

層へ転移すると考えられている.粘膜下層より，①粘

膜へ浸潤して潰場形成する型と，本症例のように，②

粘膜下腫蕩の形で有茎性に内陸に突出する型に分けら

れるとされる5) (Fig. 5). 

文献上検索しえた腎癌小腸転移の報告例は，海外11

例，国内9例であった (Tablel).男性18例，女性2

例，平均年齢は56.3歳であった.病期は，診断時に遠

隔転移を認める例が多く，初回診断時病期Iで小腸転

移を来たしたものは，本症例 l例のみであった.原発

巣の病理組織はほとんどの症例が clearcell typeで，

小腸転移までの期間は 3カ月から24カ月と様々であっ

た.症状は，腹痛， n匝吐，下血，吐血などであり， 8 

例で腸重積を来たしていた.診断法は， CT，上部消

化管透視，血管造影，下部消化管内視鏡など様々で.

4例では開腹 剖検するまで診断がついていない.腫

蕩の部位は空腸II例，回腸6例，腫蕩の数は，単発12
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Fig. 5. Growing form of metastatic bowel cancer (ref 5). 
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Table 1. Published clinicopathological profiles of primary renal cell carcinoma and metastases in the 
small intestine and other organs 

症性年齢
原発巣 小腸転移巣

臓転移器他 術存後期生間期間 Ref 
例別

病理組織 Stage* 部位個数 形態 症状 診断法

l 男 41 不明 IV before件空揚 14 内佐突出 FJF消化管造肺肝牌 38日 6 

2 女 72 clear cell type II 20年 空腸 漬蕩形成錨便不明 なし 不明 7 

3 男 53 不明 不明不明 不明多発不明 不明 不明 不明 2.5カ月 3 

4 男 47 clear cell type 不明不明 回腸 不明 不明 不明 不明 17カ月 3 

5 男 59 不明 不明 4年6
カ月

不明 不明 不明 不明 不明 不明 3 

6 男 46 clear cell type IV before料回腸 不明 腹痛 剖検 肺 6日 8 

7 男不明不明 III 4年 空腸 不明 不明 不明 不明 16日 9 

8 男 71 不明 不明 8カ月 回腸 2 潰蕩形成下血 血管造影 肝 lカ月 10 

9 男 40 clear cell type IV 4カ月 空腸 内陸突出閉塞症状不明 肺 不明 11 

10 男不明不明 不明 7年 回腸 内陸突出腹痛 影 肺腎， 対倶~ 3カ月 12 

11 男 63 不明 IV 10年 空腸 内陸突出腹痛 CT 肺，[草，牌不明 13 

12 男 40 不明 IV 7カ月 不明不明不明 下血 血管造影 肺 不明 14 

13 男 65 clear cell type 不明 カ7年月9 空腸 4 不明
吐下血， 開腹*** 肺，脳 33日 15 
腹痛

14 男 66 clear cell type II 10カ月 空腸 8 上部上視消化鏡部管消造
内陸突出離，便弘Eヨγコ 化肺 79日 16 

15 男 71 不明 IV 6カ月 空腸 内膝突出 H部匝膨吐i前腹 開腹料ネ 肺，悩，骨 49日 17 

t6 男 55 clear ;ell ~~d 
granu1ar cell 

IV 50日 空腸多発内腔突出血性H匝吐開腹*** 肺，骨 生l存年中 18 

17 男 58 不明 不明 3年8
カ月 回腸 潰蕩形成下血 下部消化管内肺骨

視鏡
不明 19 

18 男 48 clear cell and 
sarcomatoid III 

3カ月 空腸 13 内陸突出閉塞症状毒部消化管造姉，脳 2カ月 20 

19 男 62 clear cell type IV 6年 空腸 i貴蕩形成下血 毒不ノ部消化管造 肺，骨 生2存年中 20 

20 女 57 clear cell type 2年 回腸 内腔突出 目匪吐，下 CT 
血

肺，脳，骨 102日 自験例

* Robson分類21)に基づいて表示した.仲原発巣以前に，小腸転移巣が発見されたことを示す.本キキ腸閉塞の解除の目的で
開腹されるまで，診断に至らなかったことを示す.
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例，多発7例，腫蕩の形態は潰蕩形成する型が4例，

内陸突出する型が9例であり，内陸突出型のものが多

かった. 1例を除く全例で多臓器転移を合併してお

り，それらの症例の術後生存期間は平均90.8日であっ

た.

今回の症例では，積極的に手術療法を施行すること

で経口摂取が可能となり患者の QOLを改善しえた.

文献上調べえた腎癌小腸転移症例は予後不良で、あり，

この患者も術後102日目に死亡したが，外科的治療に

より経口摂取が可能となった症例も散見され，手術は

根治療法とはなり得ないものの患者の QOLを改善

する有効な治療であると考えられた.

結 量五
岡田

腎癌小腸転移という稀な l例を経験したので，若干

の文献的考察を加え報告した.

本論文の要旨は，第184回日本迎、尿器科学会関西地方会に

おいて発表した.
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